
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

日 五 十 月 五 年 二 十 二 治 明

．
，

く
ぢ
魯
こ

か
れ

，

bQ　 bQwbQ
　 （
しの bひ
P （）

　 ）

　6 ト 遇 Hl
oQQ 噛・1

レー4 　 P
⊂h 　 ぴ

　 　 　 戸 ．
　 己 　 ト

ー占 H

露t 　 しつ LO
　 　 　 ）

〇
二

气

o｛
7
笋

2
ニ

ヨ

蜜
oo

き噛

7
カ

シ

V

ミ

≧
き
ζ

言
き
尋
屯
〇

三
母

し、
＝
菷

豸゚

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
ル

リ

yV

ミ

暈
δ
6】
丼

、

二

葦
家
璽一（
胤

し・
の（
ピ

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

コ

ツ

丹

メ

ざ
ξ
9
三

鬘
三

ご）
乞

姦
’

！

ゴ

　
　

　
　

　

　
　

　
　

ペ

ニ

ヲ

V

ミ

【

≒
O

き
＝｛
＝
＝・
∋

罫
角【
喚

鬥

認一
＝°

τ
　

　

　

　
　

　

　

　

O
　
　

　

　
　増

　
　

　
　

　

　
　

　

ツ

岬

メ

引

Ψ

ミ

【・’

　

篝

躊
ご

蹇
＝°

ヤ

マ

ト

ヲ

寸

ミ

劉

　

ヨ
σ⇒剛

｝
5
剴

　
シ

V

ミ

テ

フ

＝
ξ
午

3
】
 

弓

萱
算

 
目

o

霞
亀

　
　

　
　

　

　
　

　
　

テ

ソ

グ

テ

フ

它
O

噌−
二
佐

蠶（
露
3
ピ

ξ匿

　
・
ミ

ス

ジ

テ

フ

ノ、
2
さ
諡
芦

？解
≡
竃

毎
吋

ご

hし゚

　
　

　
　

　

　
　

春
生
オ

ホ

ハ

ヤ

押

詞
M°

　

O榊
二

＝

二冖
O
ゆ陶
同
夥
戸

γ

ア

カ

タ

テ

（

ノ
岡

∴

　

Ω
顎｛
ゴ
♂

H」．

ヒ

メ

ァ

カ

タ

テ

ハ

、

第．
一

春

．
一．
一

〇
呀

稀 稍 稍
　　多 多

稀 稍
　　多

稀 最 最
　　多 多

稀 多 稀 稀

野山 野 山 野山
　 　少多

山 　山 山 嬲 釁
野山

多少
山 山 山

　

に

欅

　
♂
M’

　

。

ぎ
同

〇

三猷
ご

∪

旨
宰

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

ル

リ

タ

テ

ハ

　

稍

多

山

…

ゆ

。

ζ

　
図
算・
三・
。

・
日

。
一

鈴
め

嶺
。一げ

鼻

 

　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

ヒ

方．
ド

ヴ

テ

7

　
　
最
多

黜

魑

一
　
（

搴
）

　
目
三
＝
ヨ
爭

ご

乙
臼一
・。、

冐

典

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

匕

メ

ジ

ヤ

・

メ

　
・

稀

　
獸

　
（

b・

ご

罫
。

曉

馨
鼻
霎一

塁
pF

寒
F

　

　

　

ノ

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

キ

｝
ラ

テ

・

　
扁

勲

　

団

Q。

　
匿

釜
互゚
°°

蓴
三」

薹
コ゚

野゚

夛

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
M

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

千

ヤ

マ

ダ

ラ

セ

・

り

　
　

最
多
　
山

　
　

　

●
く
ら
さ

こ

り
ね

（

9・・^
ぎ
。

萼
。

9、・
）

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

稻

葉

昌

丸

｝

本

年
一

月

中
余
が

相

粥
三

崎
近

傍
よ

於
て

探

集
せ

し
｛

イ

ド

ロ

メ

ヅ

ー

サ

類
（

出

賓
含
o
竈
o

多
話
3
）

諸
種
の

中
に
ク

ラ

ド

コ

リ

于

屬
の

竜
の
一

種
あ
り

、

こ

の

種
は
稍．，

珍
奇
な

る

略
の

な
れ
パ

其
大
畧
を

左
に

記

述
す
べ

し
O

，

余
が

知
れ

る
所
よ

て

ハ

從
來
ク

ラ

ド

コ

リ

子

k
屬
す
と
知
ち
れ
だ

＾

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

號 七 第 ・誌 雑 學 物
’．
動

・
る

咄
の
n

僅
か

に

二

種
め
る

の

み

菰

う
、

而
し
て

之

を
發

見
せ

し

塲
所
も

僅
か

に

二

三
ケ

所
に

止

ま
れ

ウ
。

第
一

種
を

O
』
9
き
器

巴

稱
す
噛

之

凌

歸

9
多

氏

が

英
佛
兩
國

間
に

介
せ

る
Q
ぎ
縁

鬘
3
島

近

傍
に

於
て

始
め

て

探
集
せ

し
弛
砂

に

し
て

其
報
交
ハ

一

千
八

百
七

十
一

年
三

月
刊
行
の
臣
コ

鬘
デ

莓

農
梦
鯛

翼
一

苳
窺
累

暮
p

葺
田
毎
ρ冒
二，

に

在
ウ
o

ヒ一
鬘’
竇

氏
の

大
著
（
P
冒
2
；

αっ
門

ξ
プ

竃
一

著
Ω

｝

5り囲
戸

oI

三
笋

゜・冖
ざ

亭・（
ぎ一（
穿
μ

。。

刈

き
よ

ハ

此
一

屬
を

收
U
る

が

爲
よ

特
よ

新
一

泥
よ
〇一・
二
。

8
鬥

い ・
三〔
炉ド（

な
る
一

科
を

設
け
だ

6
、

叉
卩

ッ

千

氏
の

標

品
よ

よ

ウ
て

作
り

た
る

畧
圖
を
添
へ

た

り
、

然
れ

ど
も
こ

の

標

品

．
ハ

當
時
生
殖
器
を

有
せ
卞

此
種
の

生
殖

法
が

果

し
て

水
母

形
よ

よ

る

か

叉
n

種
子

嚢
形
及

よ
る

か

未

詳

杏
り
し
Q

此
有
性
の

標

品
を

始
め

て

稍．．

精
蜜
鼠

記

逋
し

た
る
ハ

穿
目

．

事
厨

氏
な

ウ
。

伊
太

利

予

ー

プ

ル

ス

近
傍
a

於
て

ハ

O・
山

88

霽

n

甚
だ

稀
な
る

路
の

ユ

非
ぎ

る

暹

見
へ

氏

が
一

千
入
百
入

十

九
年
の

冬
子

ー

プ

ル

ス

實
驗

所
滞
在
中
既
よ

之
を
探
集
し

、

翌
年
亠

ハ

月
よ

至

う
て

始
め

て

生
殖

器
Y

有
せ

る

も
の

を

得
て

此

種
の

生
殖

法
が

種
子

鏨
形
鼠

よ

る

も

の

誉
る

乙

巴

を

確
定

し
π

ウ
、

氏
ハ

此
動

物
の

造

搆
を

外
觀
上

井

ぴ
ま

組
織
上
に

研
究
し
其

報

文
を

罫
套
篝

嵳
。
。

長
。

。

護冖
．
、

く

ら
ビ
之

り

ね

翫
。

⇒

塁
頃
Φ

書
。

ゴ

昌

。D
。。

目

よ

載
せ

だ

ウ．
但
し

氏
の

得
た
る

生
殖

機
の
「

數
甚
だ
尠
な
か

う
し

故
に

其

造
搆
の

記
逋
n

充
分
に

精
確
塚

ら
ぎ

り
し
な

り
。

自

巽
耄
氏

も
q

舞
二
・

。

ぎ
蝕
。

蚕
三
貧

毳
悼

）

に

載

せ
た
る

論

文
中
霞

覧
≡
邑卩
の

造
構…
よ

就
き

少
し

計
O
逃
べ

泥

り
。

而
れ

ど
も

種
乎

嚢
の

造
搆
及
び

生
殖
細
胞
の

起
因
よ

就
き
て

n

最

も

審
か

よ

載
せ
て

尋
皇
三
ヨ

ヨ

氏
の

有

名
浄
る

大

著

望
。

国
昌
け・

箕

島
≡

種

傷

霞

コα

窪
舞一
き
＝

實
ご
〇
一

（
δ
昌

胃

乙
3
声
戸〔
乙
岳

葺

9Q
。

Q 。

轡。
）

　

　
　
0

よ

在
ケ
。

第
二

の

種
怜

O・
弓

包

譴一
§

ビ

蔕
す

、

此
種
n

海
藻
サ

ラ

が
ッ

ザ

ム

（
幹

…
uq

鬘
。・

三｝
 

）

に

固

着
し
て

大
西

洋
の

大

灣
流
（

Q
⊆

罵

聾
呪

。

p肖
二

）

に

漂
ひ

居

う
し
も
の

復
ウ

、

と
巨
き
氏
の

報
文
ハ

q
。

二

H

崔．
一

β
 

二．
。

目
」

ぎ’

釜

嘗

ξ
（

宀

G・

刈
 

）

a
在
う

と
云

ふ
、

未
だ

見
る

を
得
す

。

余
の

得
力

る

種
ハ

相

州
三

崎
の

東
毘
沙
門
の

入
江

よ

て

二

尋
計
う

の

底
よ

り

繁
茂

せ
る
ホ

ソ

ダ

ハ

ラ

の

末
稍
に

附
着
し

水

面
よ

う
一

二

尺
の

所
よ

漂
ひ

し
竜
の

咨
ウ

、

叉
三

崎
の

西
諸
磯

灣
の

入
口

三

　

　
　

　

　
　

　
　

　
ヅ

レ

ヅ

ジ

尋
許

う
の

砂
底
よ

ウ
唱

臼
巴

讐

よ

て

得
た

う
、

此

時
も
同
じ

く
ホ

ソ

ダ

ハ

ラ

ユ

て

其
根

部
よ

固

着
せ

ウ
。

さ

れ
バ

此

種
沿
一
二

尋
よ・
ウ

水
面
竣
で

の

間
に

確
か

に

繁
殖
し

得
る

随
の

咨
ウ
。

O・

自
。

。

。

。

ω

p

　

　
　

　

　
　

　

第
一

卷

　
　
　
二

〇
五

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

く
ら
＆

こ

う

ね

第
一

卷

二
〇

六

日 五 十 月 五 年 二 十 二 治 明

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

號 七 第 誌 雜 學 物 動

名
の
一

牢
O
。

ご．

舘

↑
昏

9
三

毳
棒
の

義
）

の

稱

來
れ

る

菰

ウ
。

長

さ
ハ

最
も

大
な
る

迅
の

よ

て

ニ
ミ

メ

小
な

る

も
の
n

一

ミ

メ

よ

迅

足
ら
す

、

輻
ハ

下
部

廣
き

所
よ

て

最

大
一

ミ

メ

最
小

牢
ミ

メ

な
う

、

尤
も

之
n

ア

ル

コ

ホ

ル

漬
標

品
よ

て

測
う

し
勢

の

よ

し
て

生

活
せ

る

巴

き
n

伸
縮

自

在
a
し

て

大
さ
一

定
せ

亳
。

窄
き
上
端
は

不

透

明

白

色
、

廣
き
下
端
n

淡
紅

色
を

帯
索

。

口

孔

充
分
k
開
け
る

時

凌

圓
形

な

り
、

閉
つ

る

時
ハ

殆
ん
懸

其
痕

奇

き
ま
で
よ

至
り

周

圍
の

内
壁

は

襞
を

な
し
て

縮
衰
る
o

體
腔
ハ

窄
き
ロ

孔
よ

始
ま

o
夫
よ

う

漸
々

下
方
に

澗
が

り

次
a
稍

々

急
よ

窄
ま
う

邃
よ

ξ
号
雪
穿

體
の

下
端
よ

達
す

、

此

所
よ
う

非

常
に

細
き
溝
通
し
て

軸

部
に

入
今
夫
よ
ゐ

根
部
に

逋
ず
O

故
に

全

結
合
體
中
總
て

の

国

旨
崋
コ

鈩

の

體
膣
は

軸
及
び

根
部
の

細
溝
に

よ

ウ
て

皆
悉
く

相

逋
し

居
れ

ウ
、

之
に

ょ

ウ
て

一

疋
の

匡
｝ 、
兮
き
芽

が

食
を…
捕
ム

れ
 

其
着
襾

分
ハ

全
結

合
體
を

廻
る

勘
定
塚

ウ
O

テ

ソ

タ

ク

ル

に
二

種
あ

’^
、

口

の

周
圍
に

在
る

唱
の

ε

體
の

他
部

に

あ
る

竜
の

電

な

う
、

此
等
ハ

皆
列
を
成
し

輪
賦
に

列
べ

う
o

口

の

周

園
に

あ
る

竜
の
ハ

一

翰
列

を
な

す
、

其

數
n

五
を

常
巴

す
れ
費

も

四
、

亠

ハ

の

帖
の

魅

少
な
か

ら
ず

。

一

一

の

口

縁
テ

ゾ

ク

ク

ル

ハ

其
長
さ

下
列
の

竜
の

k
比
し
て

甚
だ

短
か

く
、

其

形
ハ

體
操
に

用

ゐ

る

球

竿
の
一

宇
の

如
く

終

端
よ

小

球
め

り
、

軸
の

基
部

は
太
く

、

端
n

細
し
。

小

球
の

裘

面
よ
ハ

數
多
刺
細
胞

放
線
歌
に

列
す

、

之
よ

觸
る
丶

竜
の

あ
る

巴

き
ぱ
刺
突

出
ず

、

敵
を

斃
す
の

具
な

ウ
o

口

部
よ
り

下
ウ
て

総

利
形
の

濶
が

ウ

だ
る

所
に

め

る
テ

ソ

タ

〃

ル

ぱ
最
込
奇

異
な
る

外
の

な
う

、

此
等
は
ロ

線
の

も
の

巴

組
織
上
大

客
る

相
異

め
る

に
め

ら
ぎ

れ
費

唱

唯
其

形
が

異
れ
る

な

ウ
。

テ

ソ

ク

ク

ル

の

軸
は
甚
だ

長
く

、

其

基
部
は

太
く

、

終
端
は
細
し
o

こ

の

軸
に

數
多
の

小

技
あ

ウ
、

枝
は
兩

々

相

對
し

（

稀
に

n

互
ひ

違
ひ

の

と
あ

へ
）

軸
の

爾

側
に

並
び

其

方
向
は
體
の

長
軸
巴
テ

ソ

タ

ク

ル

軸

《
を

過
る

李

面
に

直

角
な
ウ

、

其

數
は
軸
の

長
蓉

に

應
じ
て

三

對
よ

う
六
對
な
う

叉
軸
の

上

面
訊

往
々

無
野
の

小

枝
め

り
、

軸
の

終
端
に
ハ

必
す

こ

の

無
對
小

枝
め
ウ
て

爾
側
の

小

枝
巴

共
に

三
ツ

叉

を
成
す
Q

毎
小
枝
の

形
は
口

縁
テ

ソ

タ

ク

ル

に

同

ヒ

但
し

甚
だ

小

な
ウ
。

此
等
枝
を

有
す
る
テ

ブ

タ

ク

ル

ぱ
實
に

全
ハ

イ

ド

ロ

メ

ヅ

ー

サ

類

中
獨
歩
巴

云
ふ
べ

く
ク

ラ

ド

コ

リ

ネ

特

有
の

も
の

な

ウ
、

驕
名
の

一

竿

⊆
，^

ざ
・

°
（

屆
き

玄．

書
島
枝
の

義
）

は

此
形

欺
を

指
示
せ

る

な

く
ら
洛
こ

う

ね

第
一

憲

二

〇

七

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

く

ら
啻
こ

り

叔

第
一

卷

二

Q
八

日 五 十 月 五 年 二 十 二 治 明

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

號 七 第 誌 雜 學 物 ・動

．

し
。

今
〉
＝

ヨ

窰

氏

流
に

余
の

獲
た
る

種
の

U
営
σq

き
器

を

作
“
バ

　
　

　

　
　

　

　

⊆

註
ooo

煢
蓐

粤・

軸

部
ハ

長
サ

五

み
め

昌

逵
引

、

細
ク

、

枝
ナ

ク

或
ハ

稀
昌

枝
チ

出

ユ

め

被
膜
、^、

う
き

ー

く
ハ

軸
ノ

基
部
昌

於
テ

劉
然
タ

ル

輪
幾
ノ

凹

ミ

チ

有
ス

。

は
い

ど
ら
ん

す
ハ

稍
、

短
ク

、

て

ん

だ
く
る

長

 
無

枝

ノ

て

ん

た

く
る
ハ

四

乃
至
亠

ハ

箇
億
木

ワ

テ

一

輪
列
チ

ナ

引

ロ
ノ

周
圃
四

温

ア

曜

め

右
技
て

ん
た

く

る
ハ

體
チ

回
リ

テ

三
四

輪
列
チ

ナ

ヲ

毎

列

三

乃
至
五

箇
ヨ

リ

成
ル

、

毎
て

ん

た
く

る
川

數
多
ノ

球
附
キ

ノ

小

枝
チ

串

も

生
殖

器
ハ

種
子

嚢
形
ニ

シ

テ

有

枝
て

ん
た

く

る

ノ

根
二

附
着
セ

リ

o
　

岡

解

第
一

圖
。

動
物

結

合
體
の

小

片
ホ

7

ダ

ハ

ラ

の

葉
よ

固

着

せ

る

　

羝
。

自
然

大
。

第
二

圖
　
二

箇
の

尊・（
マ

鬘
笋

を

擴
大
し
て

示
す
Q

四

十
倍
o

　

甲
ハ

側
面

、

五

箇
の

無

枝
テ

ブ

タ

ク

ル

（

イ

）

巴

十
一

箇
の

有
枝

　
テ

ソ

タ

ク

ル

（

・

）

巴

二

箇
の

種
子

嚢
（

ハ

）

見
ゆ
o

　

乙
（

上
面

、

口

孔
宇
バ

開
き

襞
を
な
せ
る

内
壁
見

ゆ
、

六
箇
の

ロ

く

ら
ど
こ

う
ね叩

第
一

卷

二

〇

九

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

日 」カL † 月 コL 牛 二
一
r 二 宿 明

仁
邦

産
ノ

釜
科

窮．
一
．

卷

一

＝

○

緑
テ

ソ

タ

ク

眇

（
イ

）

巴

十
四

箇
の

有

枝
テ

ン

タ

ク

ル

（
・

）

と
五

箇

の

種

子

嚢
（

川
）

を

有
す
o

　
（
二

）

軸
部

、

（

ホ

）

匍
匍
根

部
、

（

へ

）
キ

乎

ー

ソ

敢

膜
、

（

卜
）

輪

歌

　

凹
み

、

（

千

）

小

溝
。

　

　
　
　

　
　
　
　

フ

ヲ

ソ

ジ

　

デ
　

　

　

●
本
邦
産
ノ

雀
科
　
2
七
二

頁
ノ

續
キ

）

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

飯
　

島
　
　

魁

　

　
　
丙

、

は
丶

し

ろ
亜

科
（

目一
⇒

ご
O
「一
N帥
＝門
d°

）

二

十
）

寧
三》
。

ユ

碁
〇一
〇｝
五
3

脚

￥

　

　

　

　

　

　

　
は
丶

ヒ

ろ

此
種
ハ

本
邦

中
到
ル

所
ゴ

産
ス

、

亜
細
亜
大

陸
ニ

ハ

産
セ

ズ

、

雄

昌

テ

（

眉

及
ビ

頬
ハ

白
ク

、

眼

先
キ

及
ピ

耳
刑
ハ

黒
シ

、

雌
昌

テ

渦

眉

及
ビ

頬
ハ

黄
色
チ

楕
ビ

分
界

明
カ

ナ

ラ

ズ

、

耳

羽
ハ

暗

褐

色

ナ

リ

、

唯

鑑
ト

モ

昌

胸
ハ

赤
茶

色
昌

シ

・
ア

黒
キ

班
紋
ナ

キ

チ

以
テ

近
似
ノ

種
卜

識
別
ス

ル

チ

得

二

十
一
）

閨

巳
げ
。

憎剛
塁

身
。

畧
3

寄一一゚
　

　
　
　
　

は
丶

あ
か

は
丶
・

の

か

ハ

前一
種
ノ
・

如
ク

昌

並

昆
通
ナ

ラ

ズ

但
シ

北
海
遜
混
昌

ハ

稀
ナ

ラ

ズ

ト

云
フ

、

此

種
ハ

東
ゑ
べ

う
わ

、

支
那
ノ

中
央
部

及
ビ

東
部

、

ひ

ま
ら
や
等
ニ

モ

産
γ

冬
ノ

間
南
支
那

、

印
度、

び

る

ま

等
出

渡
り

歐
洲
へ

｛

只

稀
二

渡
リ

行
「

ア

リ

ト

云
フ

、

糶
雄
ト

モ

耳
毛
一

稟

茶
色
＋

り

、

胸
昌

黒
キ

班
綴
ア

リ

、

雄
ハ

雌
二

比
シ

テ

下
面
黄
色

ナ

リ
、

共

他
一

般
ノ

色
取
リ

ハ

ほ
丶

じ

ろ
二

似
タ

リ

ニ

十
二
）

圉

ヨ
ご
〇

二

養
「

塁

野
3

顛
F

戸

　
　

　

　

か

し

ら
だ
か

　
　

　
　
　

　
　’
t

是
ハ

前

種
昌

甚
ダ

能
ク

似
タ

ル

色
取
リ

ナ

ル

が
、

胸
ノ

斑
絞
簡

栗

色
昌

ノ

腹
白
ヶ

レ

”

直
チ

昌

識
別
シ

得
ペ

ヲ

、

此
種
ハ

宏
ベ

ウ

あ

ヨ

リ

歐

洲
北
部
昌

掛
ケ

テ

分
布
シ

本
邦
呂

テ

ハ

夏
ハ

北

海
道
昌

多

ク

冬
ハ

本
州
ノ

南
部
二

見
ル

ト

云
フ

ニ

十
三
）

］直
ぎ
ぎ

爵
：一
。

σ⊇

言
∫

円
。

ヨ

ヨ・

　

み
や

ま
は
丶

ヒ

ろ

此
種
ハ

本
邦

及
ビ

東
ゑ
べ

う

あ
コ

産
シ

冬
、

支
那

呂

渡
ル

本

邦
菖

テ

ハ

南
部
出

多
ヲ

ト

云
フ

叉
日

光
』

モ

産
ス

ル

由
、

喉
及
ビ

頂
ハ

黄

色
、

黒
キ

冠
朋
ア

リ
、

頬
、

耳
朋

及
ビ

胸
ハ

黒
シ

喉
ノ

黄
ト

胸
ノ

黒

ト

ノ

間
轟

白
シ

、

唯
ハ

雄
ヨ

リ

モ

色
取
リ

一

般
昌

銃
ク

頂
ノ

黄
部

劉
然
ナ

ラ

ズ

而
ノ

額
羽
ハ

赤
茶
チ

帯
ピ

胸
昌

黒
部
ナ

シ

、

み

や

ま

は
、

ヒ

ろ
ハ

本
邦
昌

産
ス

ル

ほ
丶

ヒ

ろ
科
中
昌

テ

最
モ

美
麗
ナ

ル

モ

ノ

昌

γ

テ

人
好
デ

籠
鳥
ト

ナ

ス

ニ

十

四
）

国

ヨ
げ

巴
舜

冨
昜

呂
篝

ρ

国

巴
尸

　

　

　

め

　
を

　
b

頭
及
ビ

頸
ハ

橄
欖
線
色

、

下

面
ハ

一

樣
昌

黄
色
3

シ

テ

黒

斑
ア

リ

、

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


